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認可保育所給食施設の衛生管理状況調査について 
 
沖縄県北部保健所              ○仲本佑子、仲宗根猛智、渡慶次志乃 

                    呉屋拓実、玉城正幸                                
     當眞伊津子、松田寿美子、伊禮壬紀夫 

１ はじめに 
 当所では例年、市町村立認可保育所（以下、公立）の給食施設を対象に食品衛生監視を
実施しているが、管内保育所で発生した平成 28 年の集団食中毒事例、平成 29 年の食中毒
疑い事例はいずれも私立認可保育所での事例であった。そこで今回、私立認可保育所およ
び認定こども園（以下、私立）における食品衛生管理状況の実態把握と衛生指導を目的
に、公立に加えて私立を対象に含めた食品衛生監視指導および施設の拭き取り検査による
衛生管理状況調査を行ったので報告する。 
２ 調査方法 

調査期間：平成 29 年６月から平成 30 年 8 月 
 衛生監視：公立 14 施設、私立 12 施設を対象に、食品衛生監視票を用いて、給食調理施 

設の構造や衛生管理状況について 25 項目 100 点満点で採点した。 
 拭き取り調査：公立 8 施設、私立 12 施設を対象に、給食調理室内 8 カ所（冷蔵庫扉、

冷蔵庫内、出入り口ドアノブ、水道カラン、まな板、包丁、調理台、手指）の拭き
取り検査を実施し、各箇所の大腸菌群数および一般生菌数を調査した。  

３ 結果 
（１） 食品衛生監視票 
 公立 14 施設の監視票平均点は 83.1 点、私立 12 施設の平均点は 79.5 点であった。監
視項目ごとに、減点となった施設の割合を私立と公立でそれぞれ算出し、私立と公立の
２標本におけるｔ検定を実施した。有意差が認められた項目は４項目（表１）で、全て
私立で減点施設の割合が高かった。 

 
（２） 拭き取り検査 
 一般細生菌数の、拭き取り箇所ごとの菌数平均値を算出した。また、大腸菌群陽性施
設数（1 カ所以上から大腸菌群が検出された施設数）と一般生菌数について、私立と公

表１ 監視票結果 一部抜粋

大項目 小項目 公立保育所
(N=14)

私立保育所
(N=12)

施設の構造等 清掃しやすい構造 0% 33% 0.04
食品取扱い設備、機械器具 冷蔵設備の温度調節設備 0% 33% 0.04

施設及び周辺の清掃 7% 58% 0.01
そ族昆虫の排除、侵入防止措置 36% 75% 0.03
※ｔ検定：私立、公立の２標本での検定。 P値≦0.05で有意差ありとする。

減点となった施設の割合監視項目

管理運営

ｔ検定（P値）
（私立：公立）
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立の２標本におけるｔ検定を実施した。（表２）    
大腸菌群陽性施設数は公立で 8 施設中 1 施設（12.5%）の 1 カ所、私立で 12 施設中 7

施設(58.3%)の延べ 17 カ所で、私立での陽性施設率は有意に高かった。一般生菌数は、
菌数平均値では拭き取り全箇所で私立が公立より菌数が多い結果となったが、ｔ検定で
は菌数に有意差は認められなかった。 

拭き取り箇所ごとでは、公立私立ともに水道カランは一般生菌数が最も多く検出さ
れ、8 施設で大腸菌群も陽性となった。一方、汚染度の低い箇所はまな板、包丁であ
り、まな板は全施設で大腸菌群陰性となった。 

 
４ 考察およびまとめ 

監視票の点数では、平均点と各項目のｔ検定の結果から、公立でより成績が良いと考え
られた。また、拭き取り調査の公立と私立の比較では、一般生菌数に有意差は認められな
かった。しかしながら、大腸菌群陽性施設数は私立で有意に多かったこと、一般生菌数平
均値では拭き取り全箇所で私立が公立を上回ったことから、私立でより汚染度が高い傾向
にあると考えられる。本調査では一般生菌液の希釈倍数が足りず、測定不能多数であった
項目の値を「25000CFU/cm²」と仮定して平均値や統計値を算出したため、実際の値が得
られていれば私立と公立の差はより顕著であったと考察する。 

拭き取り箇所ごとでの比較では公立私立ともに水道カランの汚染度が高いことがわかっ
た。まな板や包丁などの器具類は洗浄機での洗浄および塩素や UV による殺菌が習慣化さ
れており衛生状態を維持しやすい一方、水道カランなどの構造設備は手の触れる回数が多
いにも関わらず、清掃時に意識の向きにくい箇所であることが考えられた。 
 令和元年６月現在、管内の届出済み保育施設は公立が 13 施設（提供食数総数 780 食）、
私立は 39 施設（提供食数総数 3200 食）である。提供食数の約 8 割を私立が占めているに
も関わらず、本調査にて衛生管理状況に差があると考えられたことから、私立での食品衛
生管理の重要性についての周知、指導が必要であると考える。今後も公立保育所に限らず
私立保育所を含めて食品衛生監視を実施し、食中毒予防の一助となるよう貢献したい。 

表２ 拭き取り箇所ごとの菌数平均値（CFU/㎠）および大腸菌群陽性施設数

冷蔵庫扉 冷蔵庫内
出入口ド
アノブ

水道カラン まな板 包丁 調理台 手指

公立 0 0 0 1 0 0 0 0
私立 2 4 1 7 0 1 1 1

P値 0.010
公立 2.3×10² 3.8×10² 2.5×10² 6.5×10³ 2.5×10 3.4×10 2.5×10 3.4×10² 9.8×10²
私立 3.8×10² 1.1×10³ 5.8×10³ 1.1×10⁴ 3.2×10 7.1×10 2.2×10³ 1.7×10³ 2.8×10³
全体 3.0×10² 7.2×10² 3.0×10³ 8.9×10³ 2.9×10 5.3×10 1.1×10³ 1.0×10³ 1.9×10³

P値 0.423 0.195 0.089 0.393 0.168 0.241 0.322 0.255
※ｔ検定：私立、公立の２標本での検定。P値≦0.05で有意差ありとする。 

※大腸菌群陽性施設数：1カ所でも陽性となった施設と全箇所陰性の施設で検定。

※一般生菌数：検出限界値未満＝25、測定不能多数＝25000として平均値、検定値を算出。
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